
書式第 12号 (法第28条関係)

令和 5年度  事 業 報 告 書
令和 5年  1月 1日 から  令和 5年 12月 31日 まで

特定非営利活動法人患者中心の医療を共に考え共に実践する協議会

1 事業の成果
(1)令和5年度はJPPaCの 10周年となり、記念セミナーやシンポジウムを開催した。
(2)「患者中心の医療を学ぶ会」は年 7回開催した。参加者は、医療、介護、難病など幅広い知識を習得
すると共に、「つなぎ」オンライン上で交流した。
(3)10月 リレーフォーライフ御茶ノ水東京にチーム参加した。
(4)PPaCカ フェやJPPaCに もできるSDC sな ど会員間で話題提供の場作りを行った。
(5)12月 8日 第 7回目の「生きる喜び歌う喜び」クリスマスの集いをハイプリッドで開催した。
(6)КMプロジェクト:PFMDと の連携を深め、各種ツールの翻訳、PEセ ミナーを開催した。
2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業

事業名 事 業 内 容 実 施
日 時

‐
ブe

場

施

所

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び
人   数

事業費の

金額

(千円)

患者中心の医
療を推進する
ことに関する
研究や啓発、
指導・助言事

患者中心の医療を学ぶ会 1月 ～ 12月

7回

Z00M 述べ

150名

テーマに関心

がある医療従
事者、患者、
一般 な ど200
名

1

3
5

aCにもできるSDG s 月 1回 Z00M 10名 20名

リレーフォーライフ 10月 東京医科歯科
大学病院

10名 100名

PCMプ ロジェクト 1月 ～ 12月 ZO()M 30名 80名

JPPaCカ フェ !～ 12月
16回

Z00M 40名 50名

生きる喜び、歌う喜び

クリスマスの集い
12月 8日 せたがやがや

がや館

オンライン

10名 30名

医療に関係

るステークホ 69
レダー 間
「つなぎ」の
り方に関する

究や啓発、

導・助言

(2)そ の他の事業
その他の事業は実施していない。



13 28

令和5年度  活動計算書 (第 10期 )

2023・年  1月  1日 か ら 2023年  12月  31日 まで

特定非営利活動法人
患者中心の医療を共に考え共に実践する協議会

科
曰

【 金 額

265.000

5.000 5.000

135.893

69

35 893

69,123

I 経常収益
1 受取会費
正会員受取会費
賛助会員受取会費
2 受取寄附金
受取寄附金
3 受取助成金等
受取補助金
4 事業収益
患者中心の医療を推進することに関する研究や啓発、指
導・助言事業収益

参加料収入
交流会収入
医療に関係するステークホルダー間の「つなぎ」のあり
方に関する研修や啓発、指導・助言事業収益

参加料収入
交流会収入

5 その他収益
参加料収入
雑収入
受取利息
経常収益計 (イ )
Ⅱ 経常費用
1 患者中心の医療を推進することに関する研究や啓発、指
導・助言事業費 (事業費 (1))
(1)人件費
人件費計
(2)そ の他経費
会議費
旅費交通費
支払手数料
印刷製本費
広告宣伝費
新聞図書費
研修費
諸謝金
消耗費
交流会費
雑費
寄附金支出
通信運搬費
交際費
その他経費計
事業費 (1)計
2 医療に関係するステークホルダー間の 「つなぎ」のあり
方に関する研修や啓発、指導・助言事業費 (事業費 (2))
(1)人件費
人件費計
(2)そ の他経費
会議費
旅費交通費
支払手数料
印刷製本費
広告宣伝費
新聞図書費
研修費
諸謝金
消耗費
交流会費
雑費
寄附金支出
交際費
通信運搬費
その他経費計
事業費 (2)計

270 006
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科
ロ
ロ 金 額

3序
)魂繁酬1ス
イ.1ィ 立

稽厳言尋費用膚鶏置生費
"!「 _.1_人件
.F.副姜′う` ´ の他経 ス4`′

ヽ_,ュ

粛雰讐連彗
i馨嘗]曇
慕穆昇
吾負

等昼金支出
束署菫警竃:呂信 連敵 只壇 r■
=餞'11代 家 ス

'■'■
】′_..租税斧鷲
`斗

´の他崚 1,|1llll:.._ヽ ..1

経常鏑転額
・
:' 1 .  .1:: 

ぅ t

ifi]よ

i:li琶踏愛毒導奨鯛
ヨ會暑建[嚢欝菫猥  __

70.826
275,842

12,74

58,08

70,826

-5.836

-5,836
0

693.739
687.903
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書式第 15号 (法第 28条関係)

令和5年度貸借対照表(第 10期 )

2023年 12月 31日 現在

特定非営利活動法人
息者中心の医療を共に考え共に実践する協議会

(単位 :円 )

科
日

【 金 額

資産の部

1 流動資産
現金

手元現金

普通預金

三井銀行渋谷駅前支店

未収金

未収金

前払費用

前払家賃

前払金

流 動 資 産 合 計

2 固定資産
(1)有形固定資産

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
未払金

未払金

立替金

理事立替金

前受金

前受会費

短期借入金

三井銀行渋谷駅前支店

流 動 負 債 合 計
2 固定負債
長期借入金

長期借入金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

皿 正味財産の部
当期期初正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

12,731 12,731

687,903

645,682 645,682

0 0

29,490

0 29,490

687,903

0 0

0

0 0

0 0

0 0

0 0

693,739
-5,836

687,903

687.903
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令和5年度 計算書類の注記

特定非営利活動法人
息者中心の医療を共に考え共に実践する協議会

重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日 2011年 11月 20日 一部改正
PO法人会計基準協議会)に よっています。
(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
棚卸資産については、原則として購入代価又は製造原価に引取費用等の付随費用を加算して取得原価とし、
個別法により売上原価等の払出原価と期末棚卸資産の価額を算定していますが、当期の適用はありません。
(2)固定資産の減価償却の方法
有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法により減価償却を実施していますが、当期の適用は
ありません。
(3)引 当金の計上基準
・ 退職給付引当金
退職給付引当金は、企業会計基準第 26号 「退職給付に関する会計基準」に基づいて実施していますが、
当期の適用はありません。
・ その他の引当金
その他の引当金は、当期の適用はありません。
(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
施設の提供等の物的サービスの受入れは、 「3.施設の提供等の物的サービスの受入の内訳」として注記
していますが、当期の適用はありません。
(6)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込経理によっています。

2.事 業別損益の状況

:事
業 1:患者中心σ
'事業2:医療に関係するステークホルダー間の rつなぎ」のあり方に関する研修や啓発、指導・助言事業
＊

　

＊

管理部門 合計科 目 事業 1■
1

事業 2*' 事業部門計

265,000
5,000

0

0

6

265,000
5,000

0

()

6

270,006 270,006

67,737

0

0

0

0

0

0

133,644
3635
0

0

0

0

0

0

0

0

0

205.016 70,826

12,74

67,737
0

0

0

12,746
0

0

133,644
3,635
0

0

0

0

0

0

0

58,080
0

275,842

100,233

135,893

32,077

33,411

3,635

69,123
275,842205,016 70,826135,893 69,123

□田■E□ 199,180 卜_3611,1´1_,1.、 1′ .ヽ

l 経常収益
1.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等

`.事
業収益

5.その他収益
経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費
給料手当
退職給付費用
福利厚生費
人件費計
(2)そ の他経費
会議費
旅費交通費
支払手数料
印刷製本費
広告宣伝費
新聞図書費
研修費
諸謝金
消耗品費
交流会費
雑費
雑損
寄附金支出
交際費
水道光熱費
通信運搬費
地代家賃
租税公課
その他経費計
経常費用計

当期経常増減額 ■■雷ロロ
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内容 金額 算定方法

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳

使途等が制約 された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通 りです。
当法人の正味財産は317,145円 ですが、そのうち0円 は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は317,145円 です。

４

．

位 :円 )

5.固 定資産の増減内訳
(単位 :円 )

6.借 入金の増減内訳

役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために

必要な事項

事業費と管理費の技分方法

共通経費は、使用割合に応 じて案分していますが、当期の適用はありません。

その他の事業に係る資産の状況

特記すべき事項はありません。

円

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備 考

合計

科 目 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却果計額 期末帳簿価額

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

合計

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

当期借入 当期返済 期末残高科 目 期首残高

合計

計算書類に

計上 された

金額

内役員及び

近親者 との

取引
科 目

(活動計算書)

活動計算書計

(貸借対照表)

貸借対照表計

2/2



書式第 17号 (法第 28条関係)

令和5年度財産目録 (第 10期 )

2023年 12月 31日 現在

特定非営利活動法人
患者中心の医療を共に考え共に実践する協議会

(単位 :円 )

科
口
Ｈ 金 額

I 資産の部
1 流動資産
現金

手元現金

普通預金

三井銀行渋谷駅前支店

未収金

未収金

前払費用

前払家賃

前払金

流 動 資 産 合 計

2 固定資産
(1)有形固定資産

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
未払金

未払金

立替金

理事立替金

前受金

前受会費

短期借入金

三井銀行渋谷駅前支店

流 動 負 債 合 計
2 固定負債
長期借入金

長期借入金

固 定 負 債 合 計

負

正

債  合  計

味 財 産

12,731 12,731

687,903

645,682 645,682

0 0

29,490

0 29,490

687,903

0 0

0

0 0

0 0

0 0

0 0

687,903



書式第 18号 (法第28条関係)

令和5年度 年間役員名簿

令和5年 1月 1日 から令和5年 12月 31日 まで

特定非営利活動法人息者中心の医療を共に考え共に実践する協議会

役 名 氏    名 就任期間 報酬を受けた

期  間
理事 オオヤ アキコ

大屋 亜希子  
tfns+181E-
+fE5E12F3LA

報酬はない

理事 コイデ マサノ
小出 匡範

+fE5+1E 1E-
4'fE 5+ r 2E31A

報酬はない

理事 タカ′ヽシ アツ
高橋 淳

ifnselErE-
+fE5E12E 3 1E 報酬はない

監事 ミネギシ マサ
峯岸 優志

AfEs+1E 1E-
6tu54F12831A 報酬はない

理事 ウエダ テルヒ
上田 晃久

f,fus+1818-
+fD5+12EstB

報酬はない

理事 タグチ ユリエ
田口 有里恵

f,fns+181E-
+fn5+12E3ra

報酬はない

理事 ハタナカカズョ

畑中 和義
tfnselE 1E-
+trE5+12F3ta 報酬はない

理事 ヒトシ

仁史

ハ フ

原

+fEsF1E1E-
4'fE5+12F3tA 報酬はない

理事 ヒラノ ヒロユ
平野 裕幸

ifps+1E 1E-
+fE5+12A31F 報酬はない

理事 ホリ レイコ
堀 玲子

6tps+181E-
+185+12831a 報酬はない

理事 マツシゲ タク
松繁 卓哉

Afp5+1E 1E-
+f!5E12F3lH 報酬はない

理事 サ トウ アキラ
佐藤 彰

令和 5年 1月 1日 ～
令和 5年 12月 31日

報酬はない

理事 クリハラ オサ
栗原 理

+tEs+181E-
++85+12831A

報酬はない

理事 ヤマウチ ヒデ
山内 英樹

a^tas+ r.E 1E--
+fE5+12A378

報酬はない



書式第 19号 (法第28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿
令和 5年 12月 31日 現在

特定非営利活動法人息者中心の医療を共に考え共に実践する協議会

氏    名

1 大屋 亜希子  

2 峯岸 優志

3 小出 匡範

4 高橋 淳

5 田口 有里恵

6 畑中 和義

7 山内 英樹

8 原 仁史

9 平野 裕幸

10 堀 玲子

11 松繁 卓哉

12 佐藤彰

13 栗原 理




